
 

 

  

 

卒業までの日数を書いた日めくりカレンダーの数が小さくなるにつれて、子どもたちの中

で卒業の寂しさや、中学校への期待や不安などが大きくなっていることを感じます。 

この一年、コロナ禍で制限を受ける中、子どもたちは最高学年として、修学旅行、徳重発

表会、委員会活動など、様々な場面での人との関わりの中で大きく成長しました。 

中学校でも大きく飛躍していけるよう、残りわずかですが、担任一同

全力でサポートしていきます。最後まで楽しい思い出をたくさんつく

り、笑顔で卒業の日を迎えてほしいと思います。 

最後になりましたが、保護者の皆様の温かいご支援に、深く感謝いた

します。一年間本当にありがとうございました。 

 

卒業式について 

２７日（月）より、体育館での卒業式の練習が始まります。心に残る卒業式にするため、

礼儀作法や歌などの練習に取り組んでいきます。換気のため、寒い体育館での練習にな

ります。コート類は着用せずに練習をしたいと思いますので、風邪をひかないよう、暖か

く、脱ぎ着のしやすい服装となるようご協力をお願いします。 

  

開始時刻にご注意ください。 

持ち物等   

〇 手さげ …… 卒業証書、卒業記念品、通知表、体育館シューズなどを      

入れられる大きさのもの 

〇 体育館シューズまたは上靴 

〇 名札は不要です 

日 月 火 水 木 金 土 

  

 

 

 

１ 

集金引落日 

とくしげんきデー 

5時間授業 

２ 

授業参観（5限） 

学級懇談会（6限） 

３ 

5時間授業 

４ 

 

５ 

 

６ 

委員会活動 

（最終） 

７ 

5時間授業 

分団会（５限） 

一斉下校・現地指導 

８ 

 

９ 

 

 

 

１０ 

卒業生を送る会 

（朝の学習～1限） 

１１ 

 

 

1２ １３ 

5時間授業 

 

１４ 

 

１５ 

 

1６ 

給食最終 

４時間授業 

 

１７ 

卒業式 

 

１８ 

学年末休業 

行事予定 

６年学年だより 

３月号 正 解 
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春休みの過ごし方 

中学校に入学するまでの間、子どもたちは新しい環境に対して不安になったり、開放的

な気持ちになったりすることがあります。ご家庭では、子どもたちの行動を見守っていた

だきたいと思います。 

あわせて、中学校生活に向けて、復習に取り組んだり、規則正しい生活を送ったりして、

有意義な春休みにしてほしいと思います。 

※ 急に転校が決まった場合は、 

扇台中学校（８７６－６２０１）と徳重小学校（８７７―３８８５）へご連絡下さい。 

 

 

国語 出会った言葉をふり返ろう 

社会 世界の未来と日本の役割 

算数 ６年のまとめ 

理科 生物と地球環境 

音楽 音楽に思いをこめて             

３月の集金             

   給食費  ４，４００円       引き落とし日は３月１日（水）です。 

  

         

 

 

 

 

 

家庭  あなたは家庭や地域の宝物 

図工  １まいの板から 

体育   サッカー 

外国語 Unit8 

「My Future,  My Dream」 

道徳  支えてくれた人々に 

    よりよく生きるために 

総合    感謝をこめて・ 未来に向かって 

合 計 ４，４００円 

― 学年だより「正解」によせて ー 

この一年、よりよい考え、よりよい方法、よりよい言葉は何か、子どもたちと一緒に「正解」を探してきました。 

子どもたちは、日々の授業の中で、様々な行事への取り組みの中で、いくつもの「正解」を見つけてきました。 

運動会では、より速く、より正確に、より美しく大玉を送るにはどうすればよいか。 

修学旅行では、86人全員が、楽しかった！と思える修学旅行にするためにはどうすればよいか。 

徳重発表会では、一人ひとりが輝き、表現する楽しさを味わい、最高学年として力を出し切るにはどうすればよいか。 

子どもたちが、真剣に向き合い、切磋琢磨し合うことで、その答えにたどり着くことができたのではないかと思います。 

その姿は、時に、私たち担任の思いや予想を超えるほどのものでした。 

これからも、この姿勢、努力を大切にしてほしいと願っています。 

最後まで、あきらめることなく、仲間と一緒に様々な「正解」を探していってほしいと思っています。 

3月 17日。 

心からの感謝の気持ちを伝えるためには、どうすればよいか。 

今年最後の問いに、心を一つに取り組んでいきます。 


